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チャレンジデーフォーラム 2020
withコロナによる新しいスポーツ施設の利用方法

2020/11/11

ミズノ株式会社

スポーツ施設サービス運営部

●企業紹介（スポーツ施設サービス）
●コロナによる運営施設への影響
●独自のコロナ対策（ガイドライン・感染予防対策例）
●将来に向けた施設運営ｗｉｔｈコロナのプログラム
・コロナ禍の取組み事例
・コロナ禍の新たな取組み
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企業紹介

ミズノ株式会社

東京本社 東京都千代田区神田小川町3丁目22番地

大阪本社 大阪府大阪市住之江区南港北1丁目12番35号

代表取締役 水野 明人

従業員 3,838名(令和2年3月31日現在)

創業 1906年4月1日

資本金 261億3,700万円(令和2年3月31日現在)
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６つの事業の柱
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事業領域
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スポーツ施設管理運営実績

※コロナ禍の影響のない2018年度の利用者数実績で比較

施設運営数※契約件数
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コロナ禍による全館休館・一部営業・通常営業の推移
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全館休館 一部営業 通常営業

▼緊急事態宣言発令

▼緊急事態宣言全国拡大

▼緊急事態宣言継続発表

▼39県で宣言解除

▼緊急事態全面解除

緊急事態宣言の発令に合わせ、全館休館が
一気に増加。
宣言解除とともに、徐々に開館し始めるが、
いまだに一部の施設が休館を継続している
状況が続いている。
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独自の感染予防ガイドライン事例
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コロナ禍での取組み事例 わかりやすい感染防止対策の告知
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各種対応の独自ガイドライン(全般)

取組み方針の情報開示

取組み方針をホームページや施設内掲示板等に掲示して開示する。

スタッフの体調管理

就業前後の検温で37.5℃以上の発熱や風邪の症状、体調不良など
自覚症状がある場合は出勤停止。

スタッフの感染防止

スタッフ（インストラクター含む）はマスクの着用を必須とする。
こまめな手洗い、うがいを励行する。
※利用者の安全を確保するためでもあることを理解する。
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「収束」「安全」の見極め

国の宣言による。原則自治体の方針に則る。

消毒

出入口へ消毒液を設置する。
※消毒液の使い過ぎには手荒れ等ご注意いただく旨掲示する。
共用エリアの備品やドアノブ、蛇口など、不特定多数が触れる場所
は1時間に1回消毒する。
※各消毒液の注意書きをよく読み、備品の劣化にも注意を払う。
こまめな手洗い、うがいを推奨する。
ボールペンなど、共用備品は消毒済みと使用済みを区別する。

各種対応の独自ガイドライン(全般)
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換気

1時間に3回を目安に外の空気との入替えをおこなう。
常に窓、扉を開けられる環境であれば常時全開にする。
※換気により室温調節が困難であることも併せて周知する。

各種対応の独自ガイドライン(全般)

接触回避

極力モノの手渡しをしない（机の上において差出すなど）。
金銭の収受はカルトン（コイントレー）を使用する。
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飛沫防止

スタッフは接客応対時、必ずマスクを着用する。
受付窓口に飛沫防止対策を施す（ビニール、飛沫ブロッカーなど）。
※会話をするときは極力横並びを意識する。

受入れ人数

最低 2 メートルの間隔を開けることを前提（参加者が両手を広げて
ぶつからない程度の間隔）に、各施設のスペースに応じた制限人数
を割出し、その範囲内で受入れる。
※開催場所の㎡数／4㎡
※受入れ人数に制限を設けることはHPや再開連絡時に周知する。

各種対応の独自ガイドライン(全般)
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順番待ち

導線に２メートル間隔で印（ラインやポイントなど）を付けて密を
回避する。

各種対応の独自ガイドライン(全般)

共用エリア（休憩スペース等）

机は撤去する。
椅子は２メートル以上間隔をあけ、横並びで設置する。
雑誌など手に取れるものは撤去する。
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開催場所

換気ができない場所での開催は控える。

各種対応の独自ガイドライン(教室・イベントについて）

開催時間

教室と教室の間のインターバルを15分以上確保して時間設定する。
インターバルの時間は窓扉を全開にして換気する。
開催時間を極力短くし、接触時間の短縮を図る。

開催種目

密なコンタクトを取るような種目は避ける。

参加者の入退室

前の教室参加者が全員退室後、次の教室参加者に入室してもらう。
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参加者の把握

体調に不安のある方はご利用を控えていただくような掲示、声掛け
をする。
利用開始時に体温（非接触型での検温が望ましい）、体調を
聞き取る。

各種対応の独自ガイドライン(教室・イベントについて）

観覧者の扱い

参加者以外は極力受入れないこととする。
やむを得ず受入れる場合は、観覧席で前後左右２メートルの間隔を
取って観覧してもらう。
観覧席がある場合は、２メートルの間隔が開くように、２つおきくらい
にシートを封鎖して使用不可にするなど対応をすること。
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マシンの配置

２メートルの間隔を設けられるよう、使用できるマシンを制限する。
向かい合っての利用とならないようにマシンを配置する。
ビニールシートなどでマシンの間の飛沫を防ぐ。

各種対応の独自ガイドライン(トレーニングルームについて）

マシン等の消毒

既設の汗拭きタオルは撤去する。
消毒液とペーパータオル（ウエットティッシュ含む）、ゴミ箱を設置
して、利用者に使用の都度消毒してもらう。
上記に加え、スタッフが1時間に1回、マシンの消毒をおこなう。
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ストレッチエリア

個別のストレッチマットを２ｍの間隔を設けて利用してもらう。
複数名用のストレッチマットは使用しない。

各種対応の独自ガイドライン(トレーニングルームについて）
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水質検査

午前中1回以上、午後2回以上、遊離残留塩素の測定をおこなう。

各種対応の独自ガイドライン(プールについて）

プール監視

利用者の健康状態に、より一層の注意を払う。
コースエンドで立止まるなど密な状態を避けるよう注意喚起を
おこなう。
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各種対応の独自ガイドライン(アリーナ(体育館)について）

感染症対策の確認

大規模大会の場合は主催者の感染症対策について確認をとる。

コンタクトスポーツに対する注意喚起

密な接触を伴う競技については十分に対策する旨を、
主催者（利用者）に声掛けする。

備品の貸し出し

貸出しの前後、都度消毒をおこなう。
当面は備品を貸出さないことが望ましい。

連絡先の記録

感染者発生時、後日連絡が取れるように連絡先を記録しておく。
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各種対応の独自ガイドライン(シャワー・更衣室について）

更衣ロッカーの制限

２メートル間隔を目安に、利用できるロッカーを制限する。

イス・ドライヤーなど備品

滞留時間を縮小するため、また、衛生面への配慮より撤去する。

アメニティ

衛生面への配慮より、アメニティーを撤去する。
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各種対応の独自ガイドライン(売店について）

スポーツ用品等販売

試着、試履きは当面の間禁止（衛生面への配慮）。
試着を許可する場合・・・
├試着前後は手指消毒をおこなう。
├マスク着用のまま試着していただく。
├試着室使用ごとに除菌をおこなう。
├試着室内での咳エチケットを励行する。
└試着室は連続して使用させず、一定時間の間隔をおいて使用していただく。

イベント

セール、試飲会、試食会の自粛（三密回避・衛生面への配慮）。
試打会、試着会の自粛（衛生面への配慮）。
卓球ラケットラバー交換、ラケットガット張りの自粛（衛生面への配慮）
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各種対応の独自ガイドライン(利用者への協力依頼）

体調の確認と自己管理のお願い

体調に不安のある方はご利用を控えていただくよう、掲示や声掛け
でお願いする。

マスクもしくは飛沫を防ぐものの着用のお願い（プールと屋外施設を除く）

呼吸がしにくくなる場合があるので、無理のない程度で運動を
行っていただくことを併せて案内する。

利用前後の手指消毒、うがい、手洗いのご協力のお願い

利用前・利用後に手指消毒、うがい、手洗いの実施をお願いする。
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各種対応の独自ガイドライン(利用者への協力依頼）

トレーニングウエアや水着着用の上での来館のお願い

更衣室での密集を回避するためにご協力をお願いする。

短時間利用のお願い

密接、密集を回避、接触時間を短縮するためにも短時間での
ご利用をお願いする。
また、混雑状況によっては譲り合いをお願いする場合も
想定しておく。
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運営現場での感染拡大防止対策事例
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運営現場感染拡大防止対策事例 注意喚起掲示

いきいきランド交野（大阪府）

ミズノウェルネス西田辺（大阪府）神戸ユニバー記念競技場（兵庫県） 川西市市民体育館（兵庫県）

千代田区立スポーツセンター（東京都）
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臨海スポーツセンター
（大阪府）

ミズノスポーツプラザ
神戸和田岬（兵庫県）

市立中央体育館（大阪府）

けあぱる富田林市ケアセンター（大阪府）

運営現場感染拡大防止対策事例 受付飛沫防止
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ミズノスポーツプラザ舞洲
（大阪府）

山口きらら博記念公園（山口県）

南吹田市民体育館
（大阪府）

鶴見緑地プール（大阪府）

運営現場感染拡大防止対策事例 消毒
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京都アクアリーナ（京都府）

片山市民体育館（大阪府）いきいきランド交野（大阪府）

町田市総合体育館
（東京都）

運営現場感染拡大防止対策事例 ソーシャルディスタンス

スタジオ区画
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コロナ禍での取組み事例
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コロナ禍での取組み事例 ①自宅でできるかんたん運動動画
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コロナ禍での取組み事例 ②トップアスリートからのメッセージ配信
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コロナ禍での取組み事例 ②トップアスリートからのメッセージ配信
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コロナ禍での取組み事例 ③子どもたちに向けたあそびレシピの配信
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コロナ禍での取組み事例 ③子どもたちに向けたあそびレシピの配信
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コロナ禍での取組み事例 ④Webでの混雑状況を可視化

トレーニングジム、スタジオ、プールなどの混雑予報を可視化しWEBに掲載
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コロナ禍での新たな取組み
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【野球、ソフトボール能力測定会】

– 全８種の能力測定を行う。（投げる、打つ、走るの全能力を測定）

– 個人の能力と、チームの能力を同時に測定する。

– 全国ランキングを専用ＨＰにて掲載。
• 遠投（個人、投）
• スピードガン（個人、投）
• スローイング（個人、投）
• ボール回し（チーム、投）
• ロングティー（個人、打）
• ミズノスイングトレーサー（個人、打）
• ベースランニング（個人、チーム、走）
• ノッカートライ（個人、お楽しみ）

対象：小学生、中学生

【キャッチボールクラシック】

キャッチボールの正確さとスピードを競う「キャッチボールクラシック」とい
うゲームを誕生させました。
これは9人1組のチームが、2分間で何回キャッチボールができたかを
競うもの。みなさんも全国制覇目指してチャレンジしましょう！

コロナ禍での新たな取組み ①ミズノダイアモンドトライアウト
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このコロナ禍の中、身体を動かす事、運動をする事が十分にできない事から、3密を避けた
屋外又は、屋内の広い空きスペースでの親子運動あそびイベントを推進するため、
屋外親子de運動あそびイベントを計画中です。

参加者には・・・
⑴ 屋内施設での運動について、懸念がある分、屋外での運動には抵抗があまりない。（3密回避）
⑵ 運動あそびの重要性を親御さんに理解してもらえる。
⑶ 次の自粛期間が来た際の、家での運動あそびの方法を知ることが出来る。
⑷ 子どものフラストレーションが解放できる。
⑸ 親の運動不足解消

コロナ禍での新たな取組み ②親子de運動あそび
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コロナウィルスとの新しい生活様式化、ソーシャルディスタンスなど時代変化に合わせたミズノの施設の
強みを活かしたアウトドアヨガイベントを展開。（現在スポーツプラザ潮芦屋テスト実施中）

【2020年度 アウトドアヨガ展開予定13施設】

コロナ禍での新たな取組み ③アウトドアヨガ

３密を避け、屋内プログラムの屋外展開
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さいごに
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ご清聴ありがとうございました。


